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泣いていろうさき"夷ん雀みつけたたかくんは

うこぎ玄でん㈹元へrz隣り正いぎきした、

た力、(んは鮭離歩侮'Yｹや夫寿きで戒
今日も気椅娘＜散歩をしていました。
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たら、〈んIきうｾざ、差ｨ人に仁ずれきした。

「うとき､参ぐん何で汝いえる仇?」

r妬の俗､永酬,､夫と刀にばた巻の落ししふて､、
あち二剣栗したんだ､けひ…沙こに彦なくて…､」
rｴし､し揮鮖ぽ＜か､ｵ罪してざ工茄げ､ろ〃」
そう言ケ乙惟がく人は､飛んでいききした。
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衆んて"いる℃お花畑に着電王した｡
そこで左がくんはおる壱のをみつ/ﾅま式

r妬､もしかしてあの花かざソの二Zかなﾏ」
にかく人徳.かわいい花かさ､､ソを
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たかく人|き､花かさ､､リ乞椅って
、

うさぎ老ｲん价元へ帰りました。
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｢二ハゲわいい魅かさ、ｿ蝶ない.′/」

そうきうzうさぎ､､宍んはだかさ"ﾘ篭遠くまで，
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投げ蕊lr(/てしまいました。
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T<,g//柘葬だ心、、、

仁かくん'さ_きた空へ乗は,いきぎした。
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>に'さ-水が､巷れいな海'二着きざした。
乏二で､たが4んはある毛の在みつけ靴
rf)、もしケⅨ茄例良が､ろの二乙かを？」

たがくんIさ.老ｵLいた貝が､らちみつけた'､で､す．

仁がとん|き､良が､ろ玄桧って、

うさぎ方ぐんハ元へ帰ｿざした。
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〉た菟疹新惟に

雲に､空へ飛んで､いきました。
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な貝でこの茎れいが今cない.'(」

うぷ雪､、 ／今度はちんば.えぅ吉ぅ乙、－
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県が､らち叢＜へ授け‘､飛隊､しました。
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rうさぎ､ぢｬんこの浦かたぬ{､<､､石万は言のかい？」
r鮎』それ〃ねの夫測な鯰いく､､ろみ.'」

うさ≦､之ぐん,wと切な紬はみう"った坊でず。
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｢鮎ﾘが、zう仁ケ〈ん.'」

Iむういたしまし‐U」

2人はこの二乙か．､きっかけて‘,仲良くなり、

＝住の友避に左yまだ。

おしまい。

、

ー

ダ

一


